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子谷朝子さん

　

精
華
町
議
会
定
例
会
３
月
会
議
で
同
意

を
受
け
、
７
月
１
日
㈪
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
、
河
村
年と

し

郎お

さ
ん
（
西
北
地
区
・
４
期

目
）
と
子
谷
朝
子
さ
ん
（
光
台
七
丁
目
・
２

期
目
）
が
、
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人
権
相

談
や
人
権
に
つ
い
て
意
識
や
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
令
和
４
年
６
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

　

７
月
８
日
㈪
、

イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー

マ
で
８
月
３
日

㈯
～
９
日
㈮
に
か

け
て
開
催
さ
れ
る

世
界
少
年
野
球
大

会
に
、
日
本
代
表

と
し
て
参
加
す
る

精
華
町
在
住
の
松

尾
汐し

恩お
ん

さ
ん
が
町
役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

松
尾
さ
ん
は
精
華
中
学
校
に
通
う
３
年
生

で
、
小
学
１
年
生
か
ら
お
父
さ
ん
の
影
響
で
野

球
を
始
め
、
現
在
、
京
田
辺
ボ
ー
イ
ズ
の
内
野

手
と
し
て
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
代
表
選
出
後
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
な
ど

か
ら
サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
た
と
は
に
か
む
松
尾
さ

ん
、
学
校
の
授
業
で
は
、
体
育
が
得
意
だ
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
自
信
が
あ
り
、
世
界

少
年
野
球
大
会
で
は
「
日
本
代
表
と
し
て
恥
じ

な
い
プ
レ
ー
を
し

た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

世
界
大
会
で

は
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮

し
て
、
日
本
代
表

と
し
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
！

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集
中

　
京
都
府
実
行
委
員
会
は
、「
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
」
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
日

　
令
和
２
年
５
月
26
日
㈫
～
５
月
27
日
㈬

　
精
華
町
は
５
月
27
日
㈬

▼
対
象

　

�

平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
、
原
則
と
し
て
京
都
府
に
ゆ
か
り
が

あ
る
人

▼
募
集
人
数

　
42
人
（
京
都
府
全
体
）

▼
応
募
方
法

　

�

８
月
31
日
㈯
ま
で
に
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
（「
京
都
府
実
行
委
員
会 

聖
火
ラ
ン
ナ
ー

応
募
フ
ォ
ー
ム
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
）。

※�

京
都
府
実
行
委
員
会
に
応
募
さ
れ
る
方
は
、

他
の
都
道
府
県
実
行
委
員
会
へ
の
応
募
不
可
。

ｑ�

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
京

都
府
実
行
委
員
会
事
務
局
（
京
都
府
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
） 

ｔ
０
７
５

－４
１
４

－４
２
４
９

ｍ spo-shin@
pref.kyoto.lg.jp

　
６
月
７
日
㈮
、
令
和
元
年
度
京
都
府
危
険
物

安
全
大
会
で
、
精
華
町
危
険
物
安
全
協
会
会
長

の
森
田
英
照
さ
ん
（
京
和
運
送
株
式
会
社
）
が

京
都
府
知
事
表
彰
保
安
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
堀
池
義
商
店
の
堀
池
義
光
さ
ん
が
優
良
従
業

員
と
し
て
、
ま
た
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
門
京
阪
奈
地
区
が
優
良

施
設
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
京
都
府
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
精
華
町
危
険
物
安
全
協
会
の
会
員

の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
危
険
物
に
関
す
る
知

識
の
向
上
や
危
険
物
に
よ
る
災
害
の
な
い
町
を

目
指
し
活
動
さ
れ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

人権擁護委員を委嘱

若
き
侍 

世
界
大
会
で
の
活
躍
を
誓
う
！

東光小学校ウィンドアンサンブル×新
し ん

莊
そ う

国民小学校吹奏楽団

海
を
越
え
育
ま
れ
た

～
音
楽
の
絆
～

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

堀池義商店の堀池義光さん（右）、パ
ナソニック株式会社イノベーション
推進部門京阪奈地区の菱木秀樹さん

（左）

精華町危険物安全協会
会長、森田英照さん

（京和運送株式会社）

京
都
府
知
事
表
彰
保
安
功
労
賞
、

京
都
府
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
長
表
彰
受
賞

河村年郎さん

　
６
月
30
日
㈰
、
東
光
小
学
校
に
台
湾
新
北
市

立
新
莊
国
民
小
学
校
の
吹
奏
楽
団
所
属
の
児
童

49
人
が
訪
問
し
、
東
光
小
学
校
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
所
属
の
児
童
（
51
人
）
と
吹
奏
楽
を

通
じ
た
交
歓
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
音
楽
交
流
を
通
し
て
、

異
文
化
を
理
解
し
尊
重
す
る
態
度
や
異
な
る
文

化
を
持
っ
た
人
々
と
共
に
生
き
て
い
く
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
た
め
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
東

光
小
学
校
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
昨
年

度
全
日
本
小
学
生
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
合
同
練
習
や
昼
食
交
流
会
な
ど
を
通

じ
、
相
互
の
理
解
を
深
め
、
本
番
の
音
楽
交
流

会
で
は
、
東
光
小
学
校
と
新
莊
国
民
小
学
校
が

そ
れ
ぞ
れ
楽
曲
を
演
奏
し
、
最
後
は
両
校
の
児

童
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
合
同
演
奏
が
行

わ
れ
、
同
じ
音
楽
を
学
ぶ
仲
間
と
し
て
、
言
葉

の
壁
を
乗
り
越
え
、
友
好
を
育
み
ま
し
た
。

　
歓
迎
を
受
け
た
新
莊
国
民
小
学
校
か
ら
は
、

東
光
小
学
校
の
児
童
に
対
し
、「
大
歓
迎
す
る

の
で
、
是
非
、
今
度
は
自
分
た
ち
が
住
む
台
湾

へ
来
て
ほ
し
い
」
と
の
発
言
も
あ
り
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
交
歓
演
奏
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ｑ
学
校
教
育
課
ｔ
95

－

１
９
０
６

ふるさと納税でまちの誇りである小中学校の
音楽活動に更なる支援を！

　子どもたちの健全な育成に大きく寄与するとともに、まちの誇りとなってきて
いる小中学校の音楽活動について、これからも充実した活動をつづけていくた
め、より一層の振興を図るため、皆さんのあたたかいご支援をお願いします。

23 AugustAugust

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

緊急情報は町ホームページでお知らせします！

ｑ危機管理室危機管理係ｔ95－1928

45 AugustAugust

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災



　広 告（掲載内容については各広告主にお問い合わせください）

町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
10
月
１
日
㈫
か
ら

消
費
税
な
ど
の
税
率
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

上
下
水
道
料
金

　
上
下
水
道
料
金
も
、
10
月
使
用
分
か
ら
新
税

率
を
適
用
し
ま
す
。

　
11
月
の
検
針
分
か
ら
10
％
の
税
率
で
の
請
求

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
あ
わ
せ
て
、
停
止
中
の
水
道
を
開
栓
す
る
と

き
や
、
町
が
工
事
の
設
計
を
す
る
と
き
に
納
め

て
い
た
だ
く
手
数
料
や
水
道
給

水
に
必
要
な
分
担
金
に
も
、
10

月
１
日
以
降
か
ら
新
税
率
を
適

用
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

ｑ�

経
理
営
業
課
営
業
係
ｔ
94

−

２
０
４
９

精
華
町
国
保
病
院

「
精
華
町
国
民
健
康
保
険

病
院
利
用
料
金
及
び
手
数

料
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
く
精
華
病
院
の
利
用
料

金
・
手
数
料
も
10
月
１
日

か
ら
新
税
率
を
適
用
し
ま
す
。

　
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ｑ�

精
華
町
国
民
健
康
保
険
病
院
ｔ
94

−

２
０
７

６

10月１日から公共施設の使用料などが変わります

　消費税法の改正により、10月１日（火）から消費税率（地方消費税率を含む）が現行の８％から10％に変更されま
す。これに伴い、町の公共施設の使用料を改定します。また、減免規定や予約方法の取り扱いについても一部変更
します。
　詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、次の各施設所管課へお問い合わせください。

施設名称 所管課 問い合わせ先

精華町交流ホール 総務部総務課 ｔ95−1910

精華町コミュニティーホール 総務部協働のまちづくり推進室 ｔ95−1934

精華町地域福祉センター
かしのき苑 健康福祉環境部社会福祉課

ｔ94−5200
　（かしのき苑直通）

精華町地域資源総合管理センター
華工房 事業部産業振興課 ｔ95−1903

むくのきセンター

教育部生涯学習課 ｔ95−1907
打越台グラウンド・テニスコート

池谷公園テニスコート

学校施設

10
月
使
用
分
か
ら
新
税
率

精華町職員募集

保育士
Ａ◦�平成４年４月２日から平成12年４月１日までの出生者

で、児童福祉法により保育士に登録されている者、
または登録される見込みの者

Ｂ◦�昭和54年４月２日から平成４年４月１日までの出生者
で、児童福祉法により保育士に登録されている者

土木技術職
Ａ◦�平成４年４月２日から平成14年４月１日までの出
生者で、土木課程修了者（見込者を含む）または同等
の学歴資格を有する者

Ｂ◦�昭和54年４月２日から平成４年４月１日までの出
生者で、土木課程修了者または同等の学歴資格を有
する者

「マチイロ」で情報配信
無料のアプリ「マチイロ」をインストールして居住地などを登録
いただくと、スマートフォンやタブレット端末で広報紙「華創」
を読むことができます。
ｑ企画調整課広報係ｔ95－1900

【お詫びと訂正】
本誌７月号 P25に掲載しました「国
民年金基金」様の広告で名称などを
誤って掲載してしまいました。
関係者の皆様にご迷惑をおかけし、
深くお詫びするとともに 左の通
り、訂正広告を掲載いたします。

申込方法
７月31日（水）～８月16日（金）のうち、平日午前８時30分～正午・午後１時～５時に
必要書類を下記のところへ提出してください（郵送可・ただし申込期間内に必着）。

必要書類、そのほか詳細は、募集要項および町ホーム
ページをご覧ください。
町ホームページ：https://www.town.seika.kyoto.jp/
募集要項は総務課（５階）または
人権センターなどで配布しています。

〒619－0285　京都府相楽郡精華町�
大字南稲八妻小字北尻70番地�
精華町役場総務部総務課人事係�
ｔ0774－95－1910（総務課直通）

活
い

きのいい

職員を

お待ちしています

採用予定人数�
一般事務職は５人程度、他職種は若干名

試験日程

１次試験
９月22日（日）
午前９時～

２次試験
11月上旬の実施を予定
（集団討論と面接などを実施予定）

一般事務職
◦�平成４年４月２日から平成14年４月１日までの出生
者で、高等学校卒業（見込者を含む）以上または同等の
学歴資格を有する者

消防職
◦�平成４年４月２日から平成14年４月１日までの出生
者で、高等学校卒業（見込者を含む）以上または同等の
学歴資格を有し、日本国籍を有する者
◦�次の身体的条件を満たしている者
　◦�視力（矯正視力を含む）が両眼で0.7以上、かつ一眼
でそれぞれ0.3以上あること

　◦�そのほか身体に職務遂行上支障がないこと

保健師
◦�昭和59年４月２日から平成10年４月１日までの出生
者で、保健師免許取得者または令和２年春までの取得
見込みの者

7 August 6August

催事・募集

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

暮らし・税
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<

下
水
道
編
９>

公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
の
お
願
い

シ
リ
ー
ズ 

精
華
町
の
上
下
水
道
⑩

本
町
の
下
水
道
整
備
も
普
及
率
99
・
１
％
（
平

成
30
年
度
末
）
ま
で
進
み
、
整
備
は
ほ
ぼ
終
盤

に
差
し
掛
か
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
お
住
い

の
住
環
境
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
持
続
性
あ

る
公
共
下
水
道
事
業
を
確
保
す
る
た
め
に
、
昭

和
63
年
に
制
定
し
た
下
水
道
使
用
料
の
改
定
を

初
め
て
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
下
水
道
整
備
が

完
了
し
た
区
域
に
お
け
る
公
共
下
水
道
の
早
期

接
続
・
使
用
が
本
町
公
共
下
水
道
事
業
を
支
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
改
造
・
接
続
が
済
ん

で
い
な
い
方
は
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
下
水
道
整
備
工
事
を
進
め
て
お

り
、
整
備
の
終
わ
っ
た
区
域
は
、
随
時
供
用
開

始
手
続
き
を
取
っ
て
い
ま
す
。
供
用
開
始
手
続

き
が
完
了
し
た
区
域
か
ら
下
水
道
を
使
う
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
下
の
よ
う
な
住
環
境
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
早
め
に

　
下
水
道
整
備
が
完
了
し
た
区
域
か
ら
順
次
下

水
道
の
接
続
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
下
水

道
法
で
は
３
年
以
内
に
改
造
・
接
続
を
す
る
よ

う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
日
も
早
い
接
続
を

お
願
し
ま
す
。
お
住
ま
い
の
区
域
が
、
公
共
下

水
道
を
使
え
る
か
ど
う
か
は
上
下
水
道
課
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ
経
理
営
業
課
ｔ
94

－

２
０
４
９

　
上
下
水
道
課
ｔ
95

－

１
９
１
２

機
関
や
施
設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

予
約
の
う
え
、
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て

予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
・�

京
都
府
・
奈
良
県
の
医
療
機
関
の
場
合

は
、
接
種
に
必
要
な
予
診
票
を
健
康
推
進

課
（
２
階
）
の
窓
口
で
即
日
発
行
し
ま
す

の
で
、
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

�

た
だ
し
、
一
部
の
医
療
機
関
で
は
、
即
日
発

行
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
急
ぎ
の
方
は
、
事
前
に
健
康
推
進
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
・�

他
府
県
（
奈
良
県
を
除
く
）
の
医
療
機
関

の
場
合
は
、
接
種
費
用
の
助
成
を
受
け
る
た

め
に
は
、
必
ず
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

　
・�

町
外
施
設
の
場
合
は
、
一
部
の
施
設
を
除

き
接
種
費
用
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
、

必
ず
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

�

申
請
書
【
注
】
や
印
鑑
を
健
康
推
進
課
の
窓

口
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
60
～
64
歳
の

方
は
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
障
害
の
程
度

を
確
認
で
き
る
書
類
も
必
要
で
す
。
郵
送
で

申
請
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
82
円
切
手
を
貼
付

し
、
返
信
の
宛
て
先
を
記
入
）
を
同
封
の

上
、
健
康
推
進
課
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
必
要
書
類
を
返
送
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項

　

�

他
府
県
（
奈
良
県
を
除
く
）
の
医
療
機
関
や

町
外
施
設
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必

要
書
類
を
郵
送
す
る
ま
で
に
申
請
書
受
理
日

か
ら
起
算
し
て
10
日
ほ
ど
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
注
】
健
康
推
進
課
の
窓
口
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
費
用
助
成

は
、
原
則
65
歳
の
方
で
、
令
和
元
年
度
～
令
和

５
年
度
の
５
年
間
に
限
り
、
そ
の
年
度
中
に
65

歳
～
１
０
０
歳
ま
で
の
５
歳
き
ざ
み
の
方
（
令

和
元
年
度
の
み
、
１
０
１
歳
以
上
の
方
も
対

象
）
へ
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
一
度
も
接
種
し
た
こ
と
の
な
い
65

歳
以
上
の
方
に
は
、
対
象
年
齢
と
な
る
年
度
に

案
内
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
助
成
は
１
回
限

り
で
す
（
本
年
度
に
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て

は
４
月
下
旬
に
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
）。

▼
対
象
者

　
◆
本
年
度
、
次
の
年
齢
に
な
る
方

　
・�

65
歳
（
昭
和
29
年
４
月
２
日
～
30
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

　
・�

70
歳
（
昭
和
24
年
４
月
２
日
～
25
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

　
・�

75
歳
（
昭
和
19
年
４
月
２
日
～
20
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

　
・�

80
歳
（
昭
和
14
年
４
月
２
日
～
15
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

　
・�

85
歳
（
昭
和
９
年
４
月
２
日
～
10
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

　
・�

90
歳
（
昭
和
４
年
４
月
２
日
～
５
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

　
・�

95
歳
（
大
正
13
年
４
月
２
日
～
14
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

　
・�

１
０
０
歳
（
大
正
８
年
４
月
２
日
～
９
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
・�

１
０
１
歳
以
上
（
大
正
８
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
）

　
◆�

接
種
日
現
在
60
～
64
歳
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
が
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
相
当
の
方

　
※�

対
象
者
の
う
ち
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
（
ワ
ク
チ
ン
名
は
「
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ

ク
ス
」）
を
接
種
し
た
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
費
用

　

�

２
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
事

前
に
申
請
を
す
れ
ば
無
料
）

▼
接
種
方
法

　
※�

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
や
施
設
に

よ
っ
て
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

　
・�

町
内
実
施
医
療
機
関
（
左
記
）
や
町
内
施

設
、
木
津
川
市
指
定
医
療
機
関
の
場
合
。

接
種
に
必
要
な
予
診
票
は
、
各
実
施
医
療

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

費
用
助
成　

町内で接種を受けられる医療機関

医療機関名
（50音順） 電話番号 所在地

天野医院 95－9500 下狛河原田45番地３

おく内科医院 72－7023 桜が丘三丁目２番地１エスペローマ高の原ウエスト１番館
学研都市病院 98－2123 精華台七丁目４番地１

岸田内科医院 95－1771 精華台二丁目17番地10

コマダ診療所 93－1787 菱田宮川原10番地

島谷クリニック 66－1850 桜が丘四丁目25番地４

下里医院 72－1212 山田下川原22番地２

精華町国保病院 94－2076 祝園砂子田７番地

平田内科医院 95－3400 光台七丁目14番地３

藤木医院 94－2006 祝園西一丁目24番地15

藤村医院 94－5770 祝園砂子田２番地１

古田診療所 93－2216 祝園門田８番地
山田内科
クリニック 98－3660 精華台二丁目10番地94

芳川医院 71－0014 桜が丘三丁目24番地７

※診療時間などは、医療機関にお問い合わせください。
下水道マスコットキャラクター

「スイスイ」

⑥完了検査 ⑤工事の施工 ④�書類提出・審査 
（上下水道課）

③�工事の依頼 
（契約）　

②�指定工事店を 
選ぶ

①�改造計画を 
立てる

下水道排水設備工事の手続きは次の流れで行います

◦�くみ取り式便所は供用開始日から３年以内に改造が必要です。 
  （下水道法第11条の３）

◦�単独浄化槽並びに合併浄化槽の水洗式便所は遅滞なく（おおむね１年）
改造が必要です。 （下水道法第10条）

・�溝や川の水がきれいになり
ます。

・�伝染病のもとになる蚊やハエが
発生しにくくなります。

・�不快な臭いがしなくなり、清潔
で快適な生活をおくっていただ
けます。

下水道接続工事をすると…

89 AugustAugust

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

健康・医療



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

※�

障
害
厚
生
年
金
の
相
談
・
申
請
は
年
金
事
務

所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金

　
次
の
①
～
③
の
と
き
に
初
診
日
（
障
害
の
原

因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、
初
め
て

医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
）
の
あ
る
病
気
や
け

が
で
、
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
障
害
等
級
表

（
１
級
・
２
級
）
に
よ
る
障
害
の
状
態
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
障
害
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
期
間

②�

20
歳
前
の
期
間
（
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い

な
い
期
間
）

③�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
（
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
期
間
）
で
、
日
本
国
内
に
住
ん
で

い
る
期
間

▼
保
険
料
納
付
要
件

　

�

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
初
診

日
の
前
日
ま
で
に
、
次
の
Ａ
、
Ｂ
い
ず
れ
か

の
要
件
（
保
険
料
納
付
要
件
）
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
前
の
②
の

期
間
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
、
納
付
要
件
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ａ�

…
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
公

的
年
金
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
の
期

間
に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免

除
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｂ�

…
初
診
日
に
お
い
て
65
歳
未
満
で
あ
り
、

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年

間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
。

▼
申
請
方
法

　

�

平
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時
～

５
時
ま
で
に
総
合
窓
口
課
（
２
階
）
へ
。

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
ｔ
０
７

５

−

６
４
４

−

１
１
６
５
（
代
表
）、
精
華

町
役
場
総
合
窓
口
課
年
金
係
ｔ
95

−

１
９
１

５い
ら
な
く
な
っ
た
本
で
支
援

　
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
を
実
施

　
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
と
は
、
皆
さ
ん

の
家
庭
で
い
ら
な
く
な
っ
た
本
の

寄
贈
を
受
け
、
そ
の
売
却
代
金
を

寄
付
と
し
て
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た

方
々
へ
の
支
援
活
動
に
役
立
て

る
、
公
益
社
団
法
人
全
国
被
害
者

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
で

す
。

▼�

実
施
期
間

　

�

８
月
15
日
㈭
～
23
日
㈮
の
平
日

▼
実
施
場
所

　

�

社
会
福
祉
課
窓
口
前
（
２
階
）

▼�

寄
付
で
き
る
本

　

�

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
コ
ー
ド
が
あ
る
本

ｑ
社
会
福
祉
課
共
生
社
会
係
ｔ
95

−

１
９
０
４

幼
稚
園
就
園
に
補
助
金

　
町
で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
普
及
と
充
実
を
図

る
た
め
、
私
立
幼
稚
園
補
助
金
や
就
園
奨
励
費

補
助
金
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
を
通
じ
て
各
補
助
金
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
通
園
し
て
い
る
幼
稚
園

ま
た
は
学
校
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼�

私
立
幼
稚
園
補
助
金

　
・�

１
人
月
額
３
０
０
０
円

　
・�

町
内
に
住
所
を
有
し
、
私
立
幼
稚
園
に
在

園
す
る
満
３
歳
以
上
の
園
児

▼��

提
出
期
限

　
12
月
27
日
㈮
ま
で

▼�

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

　
・�

幼
稚
園
の
入
園
料
・
保
育
料
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
（
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
第

27
条
第
１
項
に
規
定
さ
れ
る
特
定
教
育
・

保
育
施
設
を
除
く
私
立
幼
稚
園
）

　
・�

町
内
に
住
所
を
有
し
、
私
立
幼
稚
園
に
在

園
す
る
満
３
歳
以
上
の
園
児

　
・�

父
母
や
そ
れ
以
外
の
扶
養
義
務
者
の
全
て

の
方
の
市
町
村
民
税
所
得
割
額
の
合
計
金

額
な
ど
に
よ
り
補
助
額
を
審
査

　
・�

10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児
教
育
無
償
化

に
伴
い
、
今
年
度
の
補
助
対
象
期
間
は
４

月
～
９
月
分
ま
で
（
６
カ
月
分
）

　
・�

幼
児
教
育
無
償
化
に
か
か
る
内
容
は
、
別

途
、
幼
稚
園
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す

▼��

提
出
期
限

　
９
月
27
日
㈮
ま
で

ｑ�

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
ｔ
95

−

１
９
０
６

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
募
集

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
住
民
と
協
議
で
進
め
る
た
め
、
精
華
町

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼�

募
集
人
数

　
２
人
以
内

▼�

任
期

　

�

令
和
元
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
10
月
31

日
（
開
催
回
数
は
年
３
回
程
度
）

▼�

内
容

　
・�

精
華
町
男
女
共
同
参
画
計
画
の
推
進
に
関

す
る
意
見
交
換
・
提
言

　
・�
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
苦
情
や

相
談
に
関
す
る
意
見
調
整
・
提
言

▼�

対
象
者

　
・�

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、
令
和
元
年

４
月
１
日
時
点
で
満
20
歳
以
上

　
・�

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
町
の
施

策
に
関
心
を
持
ち
、
年
３
回
程
度
開
催
さ

れ
る
会
議
に
出
席
し
て
、
積
極
的
な
発
言

が
可
能
な
方

　
※�

国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
、
常

勤
の
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員
を
除

く
。

▼�

報
酬

　
１
万
６
０
０
０
円
／
年

▼�

申
込
方
法

　

�

９
月
13
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）
に
、

申
込
書
【
注
】（
任
意
様
式
可
）、
作
文

（『
精
華
町
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
期
待
す
る
こ
と
』、
８
０
０
字
以
内
）
を

直
接
ま
た
は
郵
送
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

　
※�

任
意
様
式
の
場
合
は
、
①
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業
ま
た
は
学

校
名
（
学
生
）・
電
話
番
号
・
特
記
す
べ

き
地
域
活
動
の
内
容
②
応
募
の
動
機
（
１

０
０
字
以
内
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※�

応
募
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

　
※�

作
文
な
ど
で
選
考
の
う
え
、
10
月
下
旬
に

郵
送
で
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　
※�

委
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
場
合
は
、
氏
名

を
公
表
し
ま
す
。

【
注
】
人
権
啓
発
課
の
窓
口
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係
ｔ
95

−

１
９

１
９

医
療
費
助
成 

申
請
を

昭
和
29
年
９
月
生
ま
れ
の
方
へ

　

町
で
は
、
65
～
69
歳
で
要
件
を
満
た
す
方

に
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
【
注
】。

　

申
請
期
間
は
８
月
９
日
㈮
～
16
日
㈮
の
平

日
。
申
請
が
遅
れ
る
と
受
給
者
証
の
使
用
開
始

日
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
】
対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ｑ��

国
保
医
療
課
医
療
係
ｔ
95

−

１
９
２
９

Ｍ
Ｒ
２
期
・
二
種
混
合
２
期
定
期
予
防
接
種

◦�

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）
２
期
定
期
予

防
接
種
が
ま
だ
の
方
は
、
疾
病
予
防
の
た
め

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
接
種
回
数
は
１

回
。
来
年
の
３
月
31
日
ま
で
接
種
費
用
は
無

料
で
す
。
す
で
に
接
種
済
み
の
方
は
接
種
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼���

対
象
者

　

�

幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
の
年
長
児
に
相
当
す

る
方
（
年
度
内
に
６
歳
に
な
る
方
）

◦�

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合
）

２
期
定
期
予
防
接
種
が
ま
だ
の
方
は
、
疾
病

予
防
の
た
め
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
接
種

回
数
は
１
回
。
13
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

接
種
費
用
は
無
料
で
す
。
す
で
に
、
接
種
済

み
の
方
は
接
種
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼��
対
象
者

　
小
学
６
年
生
（
11
歳
～
13
歳
未
満
）

▼�

接
種
方
法

　

�

事
前
に
下
記
の
町
内
実
施
医
療
機
関
、
ま
た

は
京
都
府
内
医
療
機
関
に
予
約
し
て
、
保

護
者
同
伴
の
上
、
町
の
予
防
接
種
予
診
票

【
注
】
と
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
※�

一
部
の
京
都
府
内
医
療
機
関
で
は
、
事
前

に
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�

京
都
府
外
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
と
こ

ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
注
】
町
の
予
防
接
種
予
診
票
は
、
下
記
の
町
内
実
施

医
療
機
関
お
よ
び
健
康
推
進
課
窓
口
に
設
置
。

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

−

１
９
０
５

国
民
年
金
保
険
料
追
納
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き

に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る

場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比

べ
年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
後
か
ら
納
付
（
追
納
）

す
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
追
納
さ
れ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
納

付
し
た
年
の
社
会
保
険
料
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
。
申
告
に
よ
り
所
得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼�

対
象
者

　

�

過
去
10
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

や
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
が
あ
る
方
。

▼�

申
請
方
法

　

�

平
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時
～

５
時
ま
で
に
総
合
窓
口
課
（
２
階
）
へ
。

▼�

申
請
に
必
要
な
物

　
・�

印
鑑
（
認
め
印
可
）

　
・�

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
確
認
書
類

ま
た
は
年
金
手
帳

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
ｔ
０
７
５

−

６
４
４

−

１
１
６
５
（
代
表
）、
精
華
町

役
場
総
合
窓
口
課
年
金
係
ｔ
95

−

１
９
１
５

障
害
年
金
に
つ
い
て

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
生
活

や
仕
事
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
に
、
現
役
世
代
の
方
も
含
め
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
年
金
で
す
。

　

障
害
年
金
に
は
、「
障
害
基
礎
年
金
」
と

「
障
害
厚
生
年
金
」
の
２
種
類
が
あ
り
、
病
気

や
け
が
で
初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
と
き

に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
場
合
（
20
歳
前

の
年
金
制
度
未
加
入
期
間
を
含
む
）
は
「
障
害

基
礎
年
金
」、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
場

合
は
「
障
害
厚
生
年
金
」
の
請
求
が
で
き
ま

す
。

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

実施医療機関名 電話番号 所　在　地

岸田内科医院 95－1771 精華台二丁目17番地10

くわはらこどもクリニック 98－2788 精華台四丁目21番地14

平田内科医院 95－3400 光台七丁目14番地３

藤村医院 94－5770 祝園砂子田２番地１

堀井こどもクリニック 93－3626 祝園西一丁目６番地５

芳川医院 71－0014 桜が丘三丁目24番地７

1011 AugustAugust

催事・募集

暮らし・税

福祉・介護

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

暮らし・税

健康・医療

環境・美化

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

健康・医療

年金・保険

教育・子育て

福祉・介護

年金・保険

催事・募集
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せ
せ
ら
ぎ
で
道
路
と
ふ
れ
あ
お
う

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
の
一
環
と
し
て
、
せ

い
か
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
（
祝
園
西
一
丁
目
）
南

側
歩
道
の
「
せ
せ
ら
ぎ
施
設
」
に
、
左
記
の
時

間
帯
に
水
を
流
し
ま
す
。
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、

道
路
を
愛
護
す
る
機
運
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

▼�

通
水
期
間

　

�

８
月
31
日
㈯
ま
で
の
午
前
10
時
～
正
午
・
午

後
２
時
～
６
時
（
土
日
祝
日
含
む
）

　
※�

期
間
中
毎
週
火
曜
日
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
通
水
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
※�

天
候
な
ど
に
よ
り
通
水
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ｑ�

建
設
課
管
理
係
ｔ
95

−

１
９
０
１

山
登
り
、
事
前
準
備
は
万
全
に

　
京
都
府
内
の
山
で
は
、
過
去
５
年
間
で
１
４

４
件
の
遭
難
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
19
人

も
の
死
亡
・
行
方
不
明
者
が
出
て
い
ま
す
。

　
事
前
準
備
を
し
っ
か
り
行
い
、
山
で
の
遭
難

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・�

経
験
、
技
術
、
体
力
に
合
っ
た
計
画
を
立

て
、
登
山
計
画
書
を
管
理
下
警
察
へ
提
出
す

る
。

・�

入
山
前
に
携
帯
電
話
の
充
電
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
機

能
確
認
を
行
い
、
予
備
電
池
を
携
行
す
る
。

・�

非
常
用
の
食
料
、
衣
服
、
救
急
用
品
を
携
行

す
る
。

・
単
独
登
山
は
避
け
、
複
数
人
で
登
山
す
る
。

ｑ�

木
津
警
察
署
ｔ
72

−
０
１
１
０

夏
場
の
性
犯
罪
に
注
意

　
被
害
者
の
約
８
割
が
10
代
、
20
代
の
女
性
で

す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
で
き
る
こ
と
か

ら
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

・�

歩
き
ス
マ
ホ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・�

夜
間
は
明
る
く
人
通
り
の
多
い
道
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

・�

危
険
を
感
じ
た
時
は
大
声
で
助
け
を
求
め
ま

し
ょ
う
。

・�

会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
や
出
会
い
系

外
出
は
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
っ
て

　
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
気
に
な
る
熱
中
症
。

外
出
時
に
小
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
た
め

に
、
自
宅
か
ら
お
気
に
入
り
の
マ
イ
ボ
ト
ル
を

持
っ
て
お
出
か
け
し
ま
し
ょ
う
。

　
外
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
飲
料
な
ど
を
買
う

と
、
飲
み
終
わ
っ
た
後
に
容
器
が
ご
み
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
マ
イ
ボ
ト
ル
を
利
用
す
る
と
こ
れ
ら
の
ご
み

を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
外
で
飲
み
物
を
買
う

必
要
が
無
い
た
め

経
済
的
で
す
。
ま

た
マ
イ
ボ
ト
ル
を

持
参
す
れ
ば
、
安

く
飲
み
物
を
購
入

で
き
る
お
店
も
あ

り
ま
す
。

　
お
気
に
入
り
の
マ
イ
ボ
ト
ル
を
活
用
し
て
、

暑
い
夏
を
ス
マ
ー
ト
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

ｑ�

環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

−

１
９
２
５

｢

絵
で｣

｢

字
で｣ 

描
く
木
津
川

「
木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
」
で
は
、
河
川
の

美
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼�

対
象
者

　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼�

内
容

　
・�

ポ
ス
タ
ー
の
部
…
河
川
美
化
を
主
題
と
し

た
も
の
（
画
用
紙
四
つ
切
り
・
小
中
学
生

対
象
）

　
・�

標
語
の
部
…
河
川
美
化
を
主
題
と
し
た
も

の

サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
安
易
に
会
わ
な
い
。

　
も
し
も
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

１
１
０
番
通
報
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ�

木
津
警
察
署
ｔ
72

−

０
１
１
０

鍵
−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９

　
中
学
生
や
高
校
生
が
被
害
者
と
な
る
自
転
車

盗
の
被
害
防
止
を
目
的
に
鍵

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
昨
年
、
木
津
警
察
署
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は

４
７
５
件
で
、
そ
の
う
ち
自
転
車
盗
は
98
件
と

全
体
の
約
２
割
を
占
め
ま
す
。
被
害
状
況
を
分

析
す
る
と
、
被
害
の
約
７
割
が
施
錠
を
し
て
い

な
い
か
っ
た
こ
と
や
、
全
体
の
約
５
割
が
中
高

生
で
し
た
。

　
中
高
生
へ
の
鍵
か
け
の
習
慣
づ
け
と
防
犯
意

識
を
高
め
て
い
く
た
め
、
鍵

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
次
の
と
こ
ろ
へ
。

ｑ�

木
津
警
察
署
ｔ
72

−

０
１
１
０

「
こ
こ
ろ
の
風
景
」
募
集
中

　
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ

−

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
平
成
23
年
よ

り
放
送
さ
れ
て
い
る
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ

旅
」。
２
０
１
９
年
秋
の
旅
で
京
都
府
を
経
由

す
る
た
め
、「
こ
こ
ろ
の
風
景
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
忘
れ
ら
れ
な
い
身
近
な
場
所
や
風

景
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
放
送
は
９
月
23
日
（
祝
・
月
）
～
12
月
27

日
㈮
（
京
都
府
は
10
月
14
日
（
祝
・
月
）
～
18

　
・�

短
歌
の
部
・
俳
句
の
部
・
詩
の
部
…
木
津

川
を
主
題
と
し
た
も
の
（
詩
の
部
は
８
０

０
字
以
内
）

　
・�

作
文
の
部
…
木
津
川
や
河
川
美
化
を
主
題

と
し
た
も
の
（
１
６
０
０
字
以
内
・
小
中

学
生
対
象
）

　
・�

書
道
の
部
…
木
津
川
を
美
し
く
す
る
、
自

然
を
愛
す
る
気
持
ち
か
ら
思
い
浮
か
べ
る

も
の
を
主
題
と
し
た
も
の
（
小
中
学
生
対

象
）

　
※�

作
品
に
学
年
・
氏
名
を
記
載
し
、
書
き
初

め
用
八
つ
切
サ
イ
ズ
（
縦
68
㌢
×
横
18

㌢
）
と
す
る

▼�

申
込
方
法

　

�

８
月
23
日
㈮
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
で
次
の

と
こ
ろ
へ
。

▼�

そ
の
ほ
か

　
・�

応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、

１
人
１
種
目
２
点
以
内
（
厳
守
）
と
す

る
。

　
・�

主
催
者
の
事
業
で
作
品
を
複
写
転
載
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
・�

応
募
作
品
は
原
則
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

ｑ�

木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
精
華
町
支
部
事
務

局
（
環
境
推
進
課
内
）・
〒
６
１
９

−

０
２

８
５
（
個
別
番
号
・
住
所
記
入
不
要
）・
ｔ

95

−

１
９
２
５

猫
の
飼
い
方
、
接
し
方

　

あ
な
た
が
野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
る
こ
と

で
、
そ
の
猫
の
命
に
対
す
る
責
任
が
生
ま
れ
ま

す
。

　
気
軽
に
行
っ
た
無
責
任
な
え
さ
や
り
は
、
さ

ら
に
可
哀
想
な
猫
を
増
や
し
、
ふ
ん
害
や
悪
臭

日
㈮
）
で
す
。

▼�

応
募
方
法

　

�

８
月
26
日
㈪
ま
で

（
必
着
）
に
「
住

所
・
名
前
・
電
話

番
号
・
性
別
・
年

齢
・
思
い
出
の
場

所
や
風
景
・
場
所

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
を
番
組
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
4.nhk.or.jp/

kokorotabi/

）、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
郵

送
【
注
】
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

【
注
】
〒
１
５
０
―
８
０
０
１
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」

係ｑ�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
５
７
０

−

０
６
６

−

０
６
６
ｆ
03

−

３
４
６
５

−

１
３

２
７

な
ど
が
原
因
で
地
域
の
大
き
な
問
題
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
え
さ
を
与
え
ま
す
か
。

　
ま
た
、
猫
を
飼
養
す
る
場
合
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
猫
は
、
外
へ
出
る
と
ご
み
を
荒
ら
し
た
り
、

近
所
で
排
せ
つ
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
行
為
は
、
近
所
に
住
む
方
に
と
っ
て
迷

惑
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
や
行
方
不
明
に
な
っ
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
に
か
か
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
大
切
な
ペ
ッ
ト
だ
か
ら
こ
そ
、
無
責

任
な
放
し
飼
い
を
せ
ず
に
、
室
内
で
し
っ
か
り

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
ペ
ッ
ト
は
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　
飼
い
主
は
ペ
ッ
ト
を
、
愛
情
と
責
任
を
持
っ

て
終
生
大
切
に
飼
養
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
を
み
だ
り
に
殺
傷
・
遺
棄
す
る
こ
と�

は
、「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
猫
な
ど
を
傷
つ

け
た
り
、
捨
て
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

自
分
で
新
た
な
飼
い
主
を
探
し
、
ペ
ッ
ト
の
譲

渡
先
を
見
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ｑ�

環
境
推
進
課
環
境
保
全
係
ｔ
95

−
１
９
２
５

この道は　世界につづく 
ゆめとびら

令和元年度「道路ふれあい月間」推進代表標語
８月10日は「道の日」

　毎年８月は「道路ふれあい月間」、８月10日は「道の
日」です。
　これは、道路を利用する人々に、道路とふれあい、道
路の役割や重要性を再認識することを呼びかけるもので
す。道路を常に広く、美しく、安全に利用しましょう。
ｑ建設課管理係 ｔ95-1901

８月は京都府の
人権強調月間です
すべての人々の人権が尊重され、

相互に共存しうる平和で心豊かな社会へ。

交通安全瓦版交通安全瓦版 その20

歩行者にやさしい運転を
　横断歩道を歩行者などが横断しようとしている時、車
両はその横断を妨げないよう一時停止しなければなりま
せん。知っていて当然のルールですが、ついつい無視し
てしまいがち…という方も多いのではないでしょうか。
　また、横断歩道の設けられていない車道での横断につ
いても歩行者・運転手双方が交通安全を心掛けてくださ
い。
　一人一人が思いやりと交通マナーを意識し、安全・安
心なまちづくりを推進していきましょう。

高齢者運転免許証自主返納
　昨今、高齢ドライバーによる交通事故が数多く報道さ
れる中、運転免許証の自主返納に注目が集まっています。
　町では、運転免許証を自主返納された高齢者を対象に
高齢者運転免許証自主返納支援事業を実施しています。
役場の窓口で申請された方に記念品として、くるりんバ
ス回数券（11枚綴り２冊・１回のみの交付）をお渡し
しています。ご自身の運転技術などを周囲の方と相談し
ながら検討してみてはいかがですか。
ｑ総務課行政 110番係ｔ 95 − 1910

1213 AugustAugust

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

健康・医療

環境・美化

催事・募集催事・募集

防犯・防災

そのほか



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

　
携
帯
電
話
事
業
者
に
よ
る
新
し
い
電
波
の
利

用
開
始
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
（
ノ
イ

ズ
な
ど
の
発
生
）
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に

影
響
が
出
た
場
合
は
、
７
０

０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
に

て
回
復
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ�

一
般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進

協
会�

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
受
付
午
前
９
時
～
午
後
10
時
）
ｔ
０

１
２
０

−

７
０
０

−

０
１
２
・
つ
な
が
ら
な

い
場
合
は
ｔ
０
５
０

−

３
７
８
６

−

０
７
０

０
（
有
料
）

北ルートと南ルートの２ルートで運行する精華くるりんバスには、42
カ所のバス停があります。このシリーズでは、皆さんに精華くるりんバ
スをもっと知っていただくため、各バス停付近の注目スポットをご紹
介します。普段利用しないバス停にも、少し足を伸ばしてみませんか。

たまにはたまには
ちょっと
途中下車
ちょっと
途中下車

AROUND 28 狛田・下狛駅西　 
　　　　　　　　　　～旧陸軍軍用鉄道「川西側線」～
　祝園駅西口から北ルートに向けて出発し、17駅目のバス停が「狛
田・下狛駅西」バス停です。
　バス停を降りて北側の大きな通りを西へ曲がり、京都廣学館高等学
校第一体育館を右に曲がった突きあたりに、「煤谷川鉄橋跡」があります。
　ここにはかつて、陸軍祝園部隊（現・陸上自衛隊祝園弾薬支処）と片
町線（現・JR片町線）との間を結ぶために建設された軍用鉄道「川西側
線」の鉄橋がかかっており、弾薬や火薬の運搬に利用されていました。
　平成19年６月の煤谷川の護岸工事に伴い、鉄橋は撤去されてしま
いましたが、現在、鉄橋があった場所には、説明板と橋桁の一部が置
かれています。
「くるりんバス」を利用して、かつて軍用鉄道が通ったこの歴史感じ
る鉄橋跡に触れてみてはいかがでしょうか。
※�この地域は住宅街ですので、散策の際は住民の方に迷惑がかからな
いようにご配慮ください。

ｑ都市整備課まちづくり計画係ｔ95－1902 

煤谷川鉄橋（撤去前）

規
則
を
守
る
日
本
人
の
国
民
性

　
平
成
23
年
の
第
２
次
健
康
増
進
計
画
策
定
を

機
に
、
自
分
の
健
康
は
自
ら
保
持
し
て
い
く
も

の
、
と
の
思
い
で
、
私
は
毎
朝
約
１
時
間
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
末
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
中
に
聞
い
た
あ
る

ラ
ジ
オ
番
組
の
中
で
、
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー

の
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ラ
カ
ン
さ
ん
が
「
規
則
」
に

つ
い
て
、
絶
対
に
従
う
べ
き
か
、
少
し
く
ら
い

は
自
分
な
り
の
解
釈
を
し
て
よ
い
の
か
、
海
外

の
事
例
を
挙
げ
て
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
歩
行
者
は
信
号
が
赤
で
も

車
の
合
間
に
隙
間
が
あ
る
と
横
断
す
る
し
、
車

の
運
転
手
か
ら
の
警
笛
も
警
察
官
の
指
導
も
無

い
。
一
方
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
、
同
じ
行
動

で
警
察
官
に
罰
金
を
求
め
ら
れ
る
。

　
中
国
で
は
、
信
号
無
視
を
す
れ
ば
監
視
カ
メ

ラ
で
確
認
さ
れ
、
顔
と
氏
名
が
公
表
さ
れ
る
。

　
日
本
で
は
、
車
の
往
来
の
無
い
深
夜
で
も
歩

行
者
は
信
号
が
青
に
な
る
ま
で
待
っ
て
道
路
を

横
断
す
る
。
日
本
人
は
、
ル
ー
ル
は
守
る
べ
き

も
の
と
い
う
価
値
観
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
ル
ー
ル
は
、
社
会
の
秩
序
を
保
つ
た
め
に
必

要
だ
が
、
監
視
に
怯
え
て
過
ご
す
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。
個
人
の
自
由
を
保
証
す
る
社
会
が

大
事
で
は
な
い
か
と
の
お
話
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
、
み

ん
な
で
規
則
を
守
り
合
う
安
心
社
会
の
中
で
生

き
て
い
ま
す
。
永
い
歴
史
と
伝
統
文
化
を
誇
る

こ
の
国
に
、
改
め
て
喜
び
と
感
謝
を
抱
き
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
お

仕
事
を
依
頼
し
た
い
方
は
「
こ
ん
な
仕
事
を

受
託
で
き
ま
す
」、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は

「
会
員
登
録
す
る
に
は
」
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
内

容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
仕
事
以
外
に
も
、

「
委
員
会
だ
よ
り
」
や
「
こ
ん
な
こ
と
も
し
て

い
ま
す
」
で
各
種
行
事
を
、「
女
性
の
会
ひ
ま

わ
り
」
で
当
セ
ン
タ
ー
の
女
性
の
会
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
は
会
員
に
よ
る
組
織
で
「
自
主
、

自
立
、
共
働
、
共
助
」
を
合
言
葉
に
、
会
員
の

知
識
と
経
験
で
、
開
設
当
初
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
成
、
更
新
し
て
い
ま
す
。

▼
入
会
説
明
会

　
日
時　
９
月
２
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午

　
対
象
者　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
シ
ル
バ
ー
さ
ろ
ん

　

�

日
時　

①
９
月
２
日
㈪
②
10
日
㈫
午
前
10

時
～
午
後
３
時

　
※�

②
は
「
デ
ッ
サ
ン
教
室
」
開
催
。
詳
し
く

は
29
ペ
ー
ジ
。

ｑ�

精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ｔ
98

－

０
５
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信

町
で
は
、
全
て
の
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
の

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
平
成
27
年
３
月
に
『
精
華
町
第
２
次
男
女

共
同
参
画
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
で
は
、
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の
指
標

と
、
平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
目
標
値

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
27
年
度
か

ら
30
年
度
の
進
捗
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆�

５
年
間
の
累
積
の
目
標
値
に
対
す
る
４
年
間

の
進
捗
状
況

　
（　
　
）
は
目
標
値

　
・�

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
会
な
ど
へ

の
参
加
人
数
…
７
６
３
人
（
１
０
０
０

人
）

　
・�

Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布
…

８
２
０
８
部
（
１
万
部
）

　
・�

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
開
設
地
区
数
…
35
カ

所
（
33
カ
所
）

　
・�

父
子
手
帳
・
父
親
向
け
の
啓
発
冊
子
の
配

布
数
…
３
１
３
８
部
（
３
２
５
０
部
）

　
・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
会
の
実
施
…
４

回
（
５
回
）

◆
単
年
度
目
標
値
に
対
す
る
平
成
30
年
度
状
況

　
・�

人
権
研
修
会
の
実
施
…
３
回
（
３
回
）

　
・�

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の
た
め
の

広
報
誌
へ
の
記
事
の
掲
載
…
１
回（
１
回
）

　
・�

町
役
場
の
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率

…
０
％
（
10
％
）

　
・�

子
育
て
世
代
に
お
け
る
女
性
の
労
働
力
率

（
国
勢
調
査
）…
30
～
34
歳
68
％（
77
％
）、

35
～
39
歳
67
％
（
63
％
）

　
・�

審
議
会
な
ど
の
女
性
委
員
登
用
割
合
…

28
％
（
40
％
）

　
・�

特
定
健
診
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
受
診

率
…
45・
２
％
、
42・
７
％
、
37・
１
％

（
60
％
、
50
％
、
50
％
）

　
・�

女
性
委
員
の
い
る
審
議
会
の
割
合
…
90・5
％

（
１
０
０
％
）

　
・�

町
役
場
の
女
性
管
理
職
比
率
（
課
長
級
以

上
）
…
９・３
％
（
30
％
）

◆
目
標
値
を
め
ざ
し
て

　

町
は
事
業
主
と
し
て
、「
精
華
町
に
お
け
る

女
性
職
員
の
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
特
定
事
業

主
行
動
計
画
」
の
目
標
達
成
に
向
け
、
女
性
職

員
を
含
む
全
職
員
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

そ
し
て
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
誰
も
が

「
多
様
な
生
き
方
が
選
択
で
き
る
男
女
共
同
参

画
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
目
標
値
に
近
づ
け
る

よ
う
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
町
役
場
職
員
に
対
す

る
各
種
施
策
や
啓
発
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

ｑ
人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係

　
ｔ
95

－

１
９
１
９

ま
ち
の
男
女
共
同
参
画
進
捗
状
況

男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
通
信
　
　
81
vol.

煤谷川鉄橋跡

Ｊ
Ｒ
下
狛
駅

近
鉄
狛
田
駅

狛田・下狛駅西バス停

川西側線

　精華町長選挙と精華町議会議員補欠選挙の立候補
予定者説明会を８月29日（木）、町役場で行います。
　投票日は共に10月20日（日）の予定。町長選は任
期満了、町議補選は欠員に伴うものです。

▼時間　�町長選：午前10時から
　　　　町議補選：午後１時30分から

▼場所　�501・502会議室（５階）
ｑ選挙管理委員会事務局（総務課内）ｔ95－1910

8/29（木）立候補予定者説明会
町長選・町議補選

自 衛 官 を 募 集
自衛隊京都地方協力本部では現在、防衛大学校学生を募集しています。
医学科学生・看護学科学生については、同本部ホームページをご覧ください。
なお、自衛官候補生は随時募集しています。

種別 受付期間 試験期日 資　格

総合選抜 ９月５日（木）～
　　９日（月）

１次： ９ 月28日（土）
２次：11月２日（土）・３日（祝・日） 18歳以上21歳未満の者（自衛官は23歳未満）

高卒者（見込み含む）または高専３年次修
了者（見込み含む）一般 ９月５日（木）～

　　30日（月）
１次：11月９日（土）・10日（日）
２次：12月10日（火）～14日（土）

ｑ自衛隊京都地方協力本部ｔ075－803－0821

京都廣学館
高等学校
第一体育館

1415 AugustAugust

暮らし・税

年金・保険

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

防犯・防災

催事・募集

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

防犯・防災

福祉・介護

催事・募集

そのほかそのほか

暮らし・税
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